
日本消防協会 功績章
階級 氏名
副団長 竹下庄太郎

熊本県知事 永年勤続功労章 (勤続25年以上の優良団員）
分団 階級 氏名

4分団 分団長 隈部　啓司
5分団 部長 浦部　博隆
6分団 団員 古川　健一
6分団 団員 福山　賢誠
7分団 団員 髙木　浩昭
6分団 団員 竹下　幸宏
4分団 団員 岡崎　政義

熊本県消防協会 功績章 （勤続20年以上の団員）
分団 階級 氏名

1分団 部長 中山　和之
1分団 部長 浦田　英治
1分団 団員 石原　誠也
3分団 団員 坂本　　誠
5分団 団員 豆塚　三明
6分団 団員 竹隈　誠也
6分団 団員 竹隈　栄樹
6分団 団員 野中　　勝
6分団 団員 徳永　　宏
6分団 団員 末永　雅博

熊本県消防協会 勤績章 （勤続15年以上の団員）
分団 階級 氏名

6分団 部長 本田　　茂
1分団 団員 藤田　考史
1分団 団員 満永　昌弥
1分団 部長 中山　寛久
1分団 団員 赤星　成一
1分団 団員 米崎　　誠
2分団 団員 松石　　淳
2分団 団員 中峰　弘信
2分団 団員 吉田　　智
3分団 団員 松村　秀徳
3分団 団員 野口　弘則
3分団 団員 有働　幸一
4分団 団員 坂本　靖臣
5分団 団員 豆塚　晃喜
5分団 団員 平　　和則
5分団 団員 鍋島　保徳
6分団 団員 石井　一郎
6分団 団員 青木　幸則
6分団 団員 竹村　貴昭
6分団 団員 渕上　浩和
7分団 団員 金栗　知幸
7分団 団員 石井　　進
7分団 団員 柿原　　勝
7分団 団員 庄山　直紀
7分団 団員 靏　　秀和

熊本県消防協会 玉名郡支部長表彰 （勤続15年未満の優良団員）
分団 階級 氏名

5分団 団員 松尾　義徳
1分団 団員 盛田　真生
1分団 団員 石原　佳幸
2分団 団員 池田　　誠
3分団 団員 田上　光智
4分団 団員 深草　健夫
4分団 団員 福田　　摂
6分団 団員 熊添　展久
7分団 団員 高島　　努

和水町消防団 団長表彰 （勤続15年未満の優良団員）
分団 階級 氏名

1分団 団員 坂口　武士
2分団 団員 小林　直哉
3分団 団員 石原　悠生
4分団 団員 内田　善貴
5分団 団員 牛島慎太郎
6分団 団員 内原　雪利
7分団 団員 大塚　寛治

平成22年 和水町消防出初式表彰者

第 1分団　菊水中央小学校区管轄
第 2分団　菊水南小学校区管轄
第 3分団　菊水東小学校区管轄
第 4分団　菊水西小学校区管轄
第 5分団　緑小学校区管轄
第 6分団　神尾小学校区管轄
第 7分団　春富小学校区管轄

年間優秀分団の部
最優秀分団　第 4分団
2位　　　　第 3分団
3位　　　　第 2分団

年末警戒報告の部
1位　第 1分団第 4部（大江田・藤田・前原・中央団地）
2位　第 3分団第 3部（下津原東・下津原菰田・下津原中・下津原西）
2位　第 4分団第 1部（内田・長小田・下久井原・上久井原）
4位　第 2分団第 1部（用木・萩原）
5位　第 3分団第 1部（久米野・岩尻・志口永）

通常点検の部
1位　第 4分団
2位　第 3分団
3位　第 1分団

玉落とし放水競技の部
1位　第 1分団
2位　第 3分団
3位　第 2分団

　1月 10日（日）、菊水中学校グラウンドで、平成 22年和水町消防出初
式が開催されました。髙岡成輔団長率いる「380人」の消防団員は、通
常点検、分列行進、玉落とし放水競技などを規律正しく勇壮に行いました。
　また、昨年 4月から消防団活動を行っている女性消防団員にとっては
初めての出初式となりましたが、本番に向けて訓練を重ねた成果もあり、
堂々たる通常点検・分列行進を披露し式典を盛り上げました。
　そして、春富保育園とあおば保育園の幼年消防クラブによるかわいらし
い演技もあり、出初式に華を添えていただきました。
　なお、これまでの功績を讃え、今年も多くの消防団員が表彰されました。
表彰者と競技結果は次のとおりです。(敬称略 )

和水町消防出初式が盛大に開催！

平成22年

和水町
消防出初式
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工
房
を
営
み
た
い
と
思

い
、
町
に
相
談
し
た
次

第
で
す
」。

　

世
界
遺
産
に
も
指
定

さ
れ
て
い
る
「
能
楽
」。

能
楽
と
は
、
古
典
芸
能

の
ひ
と
つ
で
、
笛
や
つ

づ
み
や
太
鼓
の
は
や
し

に
合
わ
せ
て
謡
曲
を
う

た
い
な
が
ら
演
じ
る
も

の
で
、
そ
の
際
に
演
じ
る
人
が
付

け
る
面
を
「
能
面
」
と
い
い
ま
す
。

嘉
祥
苑
で
は
、
こ
の
能
面
の
展
示

の
み
で
な
く
、
作
る
（
打
つ
）
教

室
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

６
人
の
生
徒
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
こ
の
日
も
、
野
村
さ
ん

同
様
に
、
肥
後
民
家
村
と
能
面
の

魅
力
に
ひ
か
れ
た
生
徒
さ
ん
が
能

面
打
ち
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
作
り
や
す
い
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル

の
よ
う
な
新
素
材
を
使
っ
て
気
軽

に
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
能
面
づ

く
り
か
ら
、
檜
を
使
っ
た
本
格
的

な
能
面
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。
そ

の
他
に
も
木
材
を
削
っ
て
家
紋
づ

と
ぐるっ
肥
後
民
家
村

能
面
教
室（
要
予
約
）

営
業
日　
火
曜
日
か
ら
日
曜
日　

午
前
11
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

料
金

　

能
面
作
り
教
室

　
・
作
り
や
す
い
材
料
を
使
っ
た
基
本
の
能
面
作
り（
週
１
回
）１
ヶ
月
５
，５
０
０
円

　
・
檜
を
使
っ
た
本
格
的
な
能
面
作
り（
週
１
回
）１
ヶ
月
７
，５
０
０
円

　

家
紋
作
り
教
室（
週
１
回
）１
ヶ
月
３
，５
０
０
円

　

※
材
料
代
等
は
別
途
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
０
８
０・１
７
６
６・６
７
６
９（
野
村
ま
で
）

旧布施家住宅 能面工房 「嘉
かしょうえん

祥苑」HIGO  MINKA  MURA

和
水
町
で
は
、
肥
後
民
家

村
の
古
民
家
や
野
外
ス

テ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し

て
体
験
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

さ
れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

築
３
０
０
年
か
ら
な
る
古
民
家

旧
布
施
家
住
宅
は
、
上
杉
謙
信
公
重

臣
ゆ
か
り
の
家
と
し
て
栄
え
た
豪

農
の
住
宅
で
、
新
潟
県
か
ら
肥
後

民
家
村
に
移
築
復
元
さ
れ
た
も
の

で
す
。
雪
深
い
地
方
独
特
の
造
り
や

十
四
室
か
ら
な
る
日
本
間
、
広
い

庭
、
格
式
高
い
重
厚
な
雰
囲
気
が

家
全
体
か
ら
感
じ
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
古
民
家
の
一
角
に

昨
年
９
月
１
日
か
ら
能
面
工
房
「
嘉

祥
苑
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

能
面
職
人
の
野
村
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
肥
後
民
家
村
で
能
面
工
房
を
営

む
前
は
、
山
鹿
市
で
能
面
工
房
を

営
ん
で
い
ま
し
た
。
以
前
、
小
林

美
術
館
で
能
面
展
を
開
催
し
ま
し

た
。
そ
の
際
、
肥
後
民
家
村
の
豊

か
な
自
然
と
古
民
家
の
た
た
ず
ま

い
に
魅
了
さ
れ
て
、
こ
こ
で
能
面

く
り
教
室
も
し
て
い
ま
す
。
最
近

は
、
竹
を
使
っ
た
花
瓶
づ
く
り
教

室
も
始
め
ま
し
た
。
能
面
も
家
紋

も
観
賞
用
と
し
て
ご
家
庭
に
飾
ら

れ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

将
来
は
、
全
国
か
ら
能
面
を
公
募

し
て
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
能
面
づ

く
り
の
み
で
な
く
新
し
い
分
野
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
る
野
村

さ
ん
。

　

な
か
な
か
体
験
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
能
面
工
房
が
加
わ
っ
た
こ

と
で
、
ま
た
ひ
と
つ
肥
後
民
家
村

の
魅
力
が
増
え
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

能
面
職
人

野
村 

琉
堂 

さ
ん
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